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東海大学 

「総合力で未来創造に挑み続ける 

博士人財育成プログラム」 

（Tokai-SPRING SACRA） 

 

二次募集 

 

募集要項 

①2025 年度秋セメ開始 新採用 

および 

②2026 年度春セメ開始 新採用 
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1. 趣旨 

博⼠⼈材は、「我が国の科学技術・イノベーション」に貢献する⼈材として期待されて
いる。 東海⼤学（以下「本学」という）では、創⽴者の教育理念である「⼈類の幸福と
平和の実現に向かって、明⽇の歴史づくりを担う⼈材の育成」に基づき、⾼⼤院連携によ
る⼤学院の機能強化、博⼠⼈材の育成・輩出に⼒を注いでいる。 

国⽴研究開発法⼈科学技術振興機構（JST）による機関⽀援を受けて実施する「総合⼒
で未来創造に挑み続ける博⼠⼈財育成プログラム（Tokai-SPRING SACRA（Supporting 

Aspirational Career development and Research Activities））」は、⽇本の科学技術・イノベーシ
ョンの将来を担う優秀な志ある博⼠課程・博⼠課程後期学⽣に対して、⽣活費相当額およ
び研究費の両⾯から経済的⽀援を最⼤ 3 年間（医学研究科先端医科学専攻は最⼤ 4 年
間）⾏い、⾼い専⾨性と広い⾒識を⾝に付けた博⼠⼈材を育成するための教育システムで
ある。これにより、総合⼒で⾃然・⼈・地域・企業に内在する課題の抽出・克服に挑戦す
る志を有する⼈材を育成するほか、キャリア開発・育成コンテンツをはじめとする様々な
⽀援により、博⼠⼈材が産業界等で幅広く活躍するための素養を⾝に付ける機会を提供す
る。   
 

 

2. 応募資格 

 応募者は、(1)〜(4)の条件を全て満たし、かつ、(5)、(6)のいずれかを満たすこととす
る。 
(1) SACRA の趣旨・⼈材育成⽅針を理解し、産業界やアカデミアにおいて活躍すること

を希望すること、かつ、本プログラムが課すキャリア開発・育成コンテンツへの参
画意欲があること。 

(2) ①2025 年秋セメスタ採⽤開始対象者は、2025 年 10 ⽉ 1 ⽇時点で博⼠課程・博⼠課
程後期に在籍する者。 
②2026 年春セメスタ採⽤開始対象者は、2026 年 4 ⽉ 1 ⽇時点で博⼠課程・博⼠課
程後期に在籍する者、ただし応募時点では在籍⾒込みでも構わない。 
医学研究科先端医科学専攻（4 年制）の在籍（予定）者は、今回の公募から①または
②に応募可能である。 

(3) 博⼠課程の指導（予定）教員から SACRA への参加の同意を得ている者。 
(4) 研究倫理に関する研修（APRIN e-ラーニングプログラム(eAPRIN)「責任ある研究

⾏為」など）を受講する者。 
 ※採⽤決定後に受講⽅法等を改めてお知らせいたします。 

(5) ⽇本国籍を有する者、特別永住者、または出⼊国管理及び難⺠認定法の別表第⼆に
規定される在留資格（永住者、定住者、⽇本⼈（永住者）の配偶者・⼦）を有する
者。 
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(6) 「留学」の在留資格を持ち、正規の課程に在籍している私費外国⼈留学⽣である
者。 

 
なお、⽀援開始時に以下に該当する者は、本プログラムの対象外となる。 
① ⽇本学術振興会（JSPS）特別研究員  
② 特定助⼿（東海⼤学独⾃制度） 
③ 所属する⼤学や企業等から、⽣活費相当額として⼗分な⽔準(税込 240 万円/年)で、給

与・役員報酬等の安定的な収⼊※を得ていると認められる学⽣。  
※「安定的な収⼊」とは、正社員としての給与、ベンチャー企業の役員報酬、⾮常勤
講師給等の固定的な収⼊を指す。有償のインターンシップ、TA、RA やアルバイト等
の収⼊、および研究費としての⽀援は「安定的な収⼊」に含まない。 

④ 国費外国⼈留学⽣制度、⽇本政府による奨学⾦等、本国からの奨学⾦等の⽀援を受け
る留学⽣  
※奨学⾦を受給中または受給予定の学⽣も本プログラムへの申請は可能であるが、奨
学⾦によっては、本プログラムに採択された際に、奨学⾦の採⽤取消や交付済み奨学
⾦の返⾦を求められる可能性があることを了承のうえ申請を⾏うこと。 

 
以下の場合は⽀援期間中であっても⽀援を打ち切りとする。 
・⽀援期間中に⽇本学術振興会の特別研究員に採⽤された場合 
・⽀援期間中に本学もしくは他機関で助⼿を含む教員職に採⽤された場合 
・⽀援期間中に⽣活費相当額として⼗分な⽔準(税込 240 万円/年)で、給与・役員報酬等

の安定的な報酬を得た場合 
・SACRA 採⽤⽣としてのプログラム受講状況や活動成果が著しく低調であると判断され

た場合 
 
なお 2027 年度以降の⽀援枠については、JST が本学の取組状況等を踏まえ毎年度検討す

るため、⽀援期間の短縮や⽀援⾦額の減額がなされる可能性がある。 
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3. 募集人数  

本募集（2025 年 4 ⽉）は、①2025 年 10 ⽉（秋セメスター）採⽤開始および②2026 年 4
⽉（春セメスター）採⽤開始の学⽣を対象とする。申請は①と②のいずれか⼀⽅にのみ可
能である。＊4 年次⽣は医学研究科先端医科学専攻在籍者が対象である。 

 

①2025 年度 秋セメ 新採用  

⽀援開始時の状況 
募集⼈数 

学年 2025 年 10 ⽉時点 
博⼠課程・博⼠課程後期

１年次（D1） 
1 セメ、2 セメ 若⼲名 

博⼠課程・博⼠課程後期
２年次（D2） 

3 セメ、4 セメ 数名もしくは採⽤無し 

博⼠課程・博⼠課程後期
３年次（D3） 

5 セメ、6 セメ 若⼲名もしくは採⽤無し 

博⼠課程 
＊４年次（D4） 

7 セメ、8 セメ 若⼲名もしくは採⽤無し 

 

 

②2026 年度 春セメ 新採用  

⽀援開始時の状況 
募集⼈数 

学年 2026 年 4 ⽉時点 
博⼠課程・博⼠課程後期

１年次（D1） 
1 セメ、2 セメ 若⼲名 

博⼠課程・博⼠課程後期
２年次（D2） 

3 セメ、4 セメ 数名もしくは採⽤無し 

博⼠課程・博⼠課程後期
３年次（D3） 

5 セメ、6 セメ 若⼲名もしくは採⽤無し 

博⼠課程 
＊４年次（D4） 

7 セメ、8 セメ 若⼲名もしくは採⽤無し 

※2026 年度秋採⽤の募集は 2026 年 4 ⽉頃に開始予定である（2 名程度が新採⽤の予定）。 
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4. 研究奨励費 

研究奨励費は次のとおりとする。 
ただし、⾦額は現時点での予定額であり、今後変更となる可能性がある。 
 

研究奨励費 
⽣活費相当額 240 万円/年（⽉額 20 万円） 

１か⽉に 1 度、⼤学に届出の学⽣本⼈名
義⼝座（⽇本国内のみ）に振込。   

研究費 42 万円/年 
⽀援年度に⼀括配算 

 
・ 「⽣活費相当額」については、税法上「雑所得」として扱われるので、所得税や住

⺠税の課税対象となり、毎年確定申告の⼿続きが必要となる。また、健康保険や扶
養⼿当等における扶養の扱いも関係することから、SACRA に応募の際には、扶養
者（親等）によく相談すること。 

・ 「研究費」は公的研究資⾦の扱いとなるため、学内の予算執⾏の規程に従うこと。
ただし、使途等については本プログラム⽤に別途定めることがある。  
 
 

5. 支援対象学生の義務 

(1) ジョブ型研究インターンシップのシステムへ登録し、応募を検討すること。  
※ ジョブ型研究インターンシップとは、産業界と⼤学が協⼒して実施する⻑期・有

給・ジョブ型のインターンシップ制度。  
(2) 科学技術・学術政策研究所（NISTEP）「博⼠⼈材データベース（JGRAD）」に登録

し、⾃⾝のキャリアの状況を登録・更新すること。 
(3) 本プログラムが指定するキャリア開発・育成プログラムへ参加すること。 

※ 各プログラムの概要は、公募説明会または SACRA ホームページの公募説明会動
画等で確認すること。 

(4) 本プロクラムが定めた所定の様式を⽤いて、毎年度の成果を報告すること。 
(5) ⼤学から求められた場合には、本プログラムの広報活動に、研究活動に⽀障のない範

囲で協⼒すること。 
(6) 本プログラム期間終了後の各種調査に協⼒すること。SACRA は、JST「次世代研究者

挑戦的研究プログラム」の補助の下に実施するため，終了時から 10 年程度、就職状
況等の現況調査を⾏う予定である。 

(7) 本プログラムで指定する研究倫理教育（eAPRIN など）を受講・合格した上で、研究
上の不正⾏為、研究費の不正使⽤を⾏わないこと。 
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(8) 研究費を⽀給して⾃⽴的に研究を進めることから、知的財産の扱い等に関して別に定
める規程等に同意すること。 

(9) その他、本学が必要と定めた事項に従うこと。 
(9) 退学等により本学に在籍しなくなったとき、また研究費の不正使⽤等の⾏為があった

ときなど、研究奨励費等の⽀給停⽌もしくは返還を求めることがある。 
 
 
6. 応募方法 

 
①2025 年 10 ⽉（秋セメスター）採⽤開始および②2026 年 4 ⽉（春セメスター）採⽤
開始ともに、応募期間、応募⽅法、選考スケジュール、応募書類は下記のとおり同⼀
である。申請は①と②のいずれか⼀⽅にのみ可能である。 
 

(1) 応募期間   
2025 年 6 ⽉ 16 ⽇(⽉) 〜2025 年 6 ⽉ 23 ⽇（⽉）15 時（必着） 

(2) 応募書類 
応募書類⼀式は以下の公式サイトよりダウンロードすること。 
https://www.u-tokai.ac.jp/education-research/graduate/comprehensive-support/  

なお、申請に際しては事前に指導教員に相談し、承認を得た上で応募すること。 
(3) 応募⽅法 

応募者は、上記よりダウンロードした応募申請書および指導教員同意書を応募期間中
に以下のメールアドレスまで提出し、申請すること。 
E メールアドレス：sacra@tokai.ac.jp  

(4) 留意事項  
・ 様式の記載指⽰を守って作成すること。 
・ ⼀度提出した申請書類の変更は認めない。必要書類が揃っていない等の不備があっ

た場合も同様とし、そのまま審査を⾏う。また、⼀度提出した申請書類の返却も⾏
わない。  

・ 書⾯審査・⾯接審査にあたっては、多様な専⾨分野の審査員が審査することから、
理解しやすいよう分かりやすい表現で記載・発表を⾏うこと。 

（5）申請時に収集した個⼈情報については、審査実施、合格者発表、登録⼿続きおよび
これに付随する業務のためのみに使⽤する。その際、当該個⼈情報の漏洩・流出・不
正使⽤等がないよう、必要かつ適切な管理をそれぞれ⾏う。また上記業務の全部⼜は
⼀部を委託する場合がある。その場合は、委託先に対し契約等により、必要かつ適切
な管理を義務付ける。 
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7. 選考について 

(1) 選考⽅法  
選考は、書⾯審査と⾯接審査（地⽅キャンパスは Zoom 利⽤可）の⼆段階で実施し、
総合的に判定する。⾯接審査は、書⾯審査通過者を対象として実施する。Ｅメールで
書⾯審査の採否および⾯接審査の⽇時を通知する。 
なお、応募書類（英）を提出の場合は、原則として⾯接審査も英語により実施する。  
※ 決定した⾯接審査⽇時の変更は、いかなる理由であっても受け付けない。 
※ ⾯接審査で不採択となった者に対して、補⽋採⽤を⾏うことがある。  

(2) 選考スケジュール 
書⾯審査 2025 年 6 ⽉下旬  
⾯接審査 2025 年７⽉上旬 
結果通知 2025 年 7 ⽉ 17 ⽇(⽊) 【Ｅメールで通知する】 
採⽤開始 ①2025 年 10 ⽉ 1 ⽇  
     ②2026 年 4 ⽉ 1 ⽇ 
※ 採⽤⼿続きにかかる書類の提出期限等は別途案内する。 
※ 採⽤⼿続きの際に所得証明書類を提出していただくことがある。 

 
 

8. 問合せ先  

東海⼤学 SACRA 事務局  
sacra@tokai.ac.jp 

https://www.u-tokai.ac.jp/education-research/graduate/support-for-doctoral-students/ 

 

 
以 上 
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 東海大学 2025 年 4 月公募 Tokai-SPRING SACRA  

「総合力で未来創造に挑み続ける博士人財育成プログラム」  

申請書  

【青文字は消去すること】 
提出年月日 2025 年月日 

氏名のよみがな  

申請者氏名  

現在の学生証番号  【東海大学に所属する者のみ】 

現在の所属大学名  

現在の大学院・専攻・学年(・セメスター)  

E-mail アドレス  

（携帯）電話番号  

SACRA 採用開始時期 ①2025 年 10 月  ②2026 年 4 月  【一方を消す】 

SACRA 採用開始時の大学院・専攻・学

年・セメスター 

 

SACRA 採用開始時の研究指導教員の氏

名・学部・学科・職位 

 

国籍（留学生のみ記載）  

東海大学特定助手に採用されている 〇 ×  【一方を消す】 

東海大学特定助手に応募予定である 〇 ×  【一方を消す】 

SACRA に採用された場合、特定助手は辞

退するまたは応募しない 

〇 ×  【一方を消す】 

JSPS 特別研究員に申請中（予定） 〇 ×  【一方を消す】 

過去に特別研究員に申請した場合の結果

と評価 

不採択 A, 不採択 B, 不採択 C【いずれかを消す、該当しな

い場合は全て消す】 

指導教員の承諾を得た 〇 ×  【一方を消す】 

私費留学生である（留学生のみ） 〇 ×  【一方を消す】 

2025 年度に 240 万円/年以上の給与所得

（見込み）が無い＊ 

〇 ×  【一方を消す】 

＊所得証明を提出していただく場合があります。 

記載された個人情報は、申請に関わる業務の遂行にのみ利用し、それ以外の目的には使用しません。 

l 公募要領をよく読み申請すること 
l 本紙を含めずに、次ページから 5 枚以内に収めること（このページを含め全 6 ページ以内） 
l 11 ポイント以上のフォントを用いること 
l 必要に応じて、図や表などを用いて構わない 
l Word のフォーマット（余白・マージンサイズ、行間など）を変更しないこと 
l PDF ファイル形式とし、指定の E メールアドレスにファイル添付で送ること 
l ファイル名に氏名を入れること（例: 申請書 SuzukiTaro.pdf） 
l 多様な専門分野の審査員が審査することから、理解しやすいよう分かりやすい表現で記載すること 
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1．博士課程（後期）での研究課題名 

 

 

 

 

2．研究計画（背景、目的、意義、研究方法、研究計画、先進性、独創性・創造性、学術論文などの公刊

見通しなど）を記載すること。これまでの研究成果（論文、著書、学会発表、受賞など）があれば文中に記

載すること。その際、著者や共著者を記載する際は、自身にアンダーラインを記すこと。論文は査読の有

無を記すこと。 

 

 

 

 

3．自己分析（自身の強み、弱みなど）について記載すること。SACRA プログラムの目的やキャリア開発・

育成コンテンツに対する理解度を評価対象とするので、SACRA プログラムとの関連を意識して記載する

こと。 

  

 

 

 

 

4．自身の研究成果・知識・技術が社会・地域課題解決にどのように還元できるか記載すること。SACRA

プログラムとの関連を意識して記載すること。 

 

 

 

 

 

5．自身が目指す人材像（10 年後の自身の姿や将来の夢など）について記載すること。SACRA プログラ

ムとの関連を意識して記載すること。 

 

 

 

 



 

「総合力で未来創造に挑み続ける博士人財育成プログラム」（Tokai-SPRING SACRA） 

指導（予定）教員 同意書 / Consent Obtained from Academic Advisor 
 

東海大学では、創立者の教育理念である「人類の幸福と平和の実現に向かって、明日の歴史づくりを担う

人材の育成」に基づき、高大院連携による大学院の機能強化、博士人材の育成・輩出に力を注いでいます。

国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）による機関支援を受けて実施する「総合力で未来創造に挑み続け

る博士人財育成プログラム（Tokai-SPRING SACRA（Supporting Aspirational Career development and Research 

Activities））」は、日本の科学技術・イノベーションの将来を担う優秀な志ある博士課程後期・博士課程学生

に対して、生活費相当額および研究費の両面から経済的支援を最大 3 年間行い、高い専門性と広い見識を身

に付けた博士人材を育成するための教育プログラムです。 

選抜学生には、本プロジェクトの趣旨を理解するとともに、採用中の義務を履行することを求めていま

す。指導（予定）教員にあっては、本プロジェクトの趣旨、申請資格及び採用者の義務を理解するととも

に、以下に記載の同意事項を承諾することを求めます。 
 

① 申請者（学生） 

氏名  

所属研究科・専攻・学年 

（2025.4.1時点） 
（修士課程に在学している者のみ記入） 

所属する博士課程（後期）の

研究科・専攻 
 

博士課程（後期）の入学（予

定）時期 
年 月 

②指導（予定）教員 
氏名  

所属（学部・学科・職位）  

  

③ 同意事項の確認 

 

右記の事項を確認し、同
意できる場合に、各事項
の□を��にしてくださ
い（✓を付してくださ
い）。 

□ 選抜の結果、申請者が SACRA に採用された場合には、募集要項の 2.応募資

格に掲げる各要件及び 5．支援対象者の義務に掲げる各事項を遵守するよう

学生指導に責任を持つこと 

□ 標準修業年限内での博士学位取得及び博士後期・博士課程修了に向けて研究

指導を行うこと 

□ 博士学位取得後の将来において、高度な専門性を社会の多様なセクターで発

揮する博士人材となるべく、採択される事業において求められる授業の履修

や各種プログラムに参加することを推奨すること 

□ 選抜学生の活動状況を把握し、我が国及び本学による支援を受給するに足る

状況から変化があった際には、速やかにプロジェクトに報告すること 

□ 指導（予定）学生が外国人留学生であって日本での就職を希望する場合は、

日本定着に係る要件を満たすための努力や就職活動を在学中に計画的に行

うよう指導すること 

□ 指導（予定）学生が申請資格又は採用者の義務に抵触する事実が判明した際

には、支援の停止、採用の取消、受給したすべての経済的支援の返還等が課

されること 

 上記の申請者が「総合力で未来創造に挑み続ける博士人財育成プログラム」（Tokai-SPRING SACRA）に申請するこ

と及びその申請内容を確認するとともに、本同意内容に相違ありません。 

       年   月   日    

指導（予定）教員（自署）：                  


